
第２号様式　その１

1　特定エネルギー供給事業者の概要

（１）　特定エネルギー供給事業者の氏名等

（２）　事業の概要

特別高圧 高圧 低圧（電力） 低圧（電灯）

（３）　担当部署

電  話  番  号

ファクシミリ番号

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

電  話  番  号

ファクシミリ番号

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

公 表 の
担当部署

名称 営業企画本部　営業企画部

連絡先

03-5733-2234

03-5733-2236

co2@ennet.co.jp

　発電事業の有無

エネルギー状況報告書

特定エネルギー供給事業者の氏名
（法人にあっては名称及び代表者の氏
名）

株式会社エネット 代表取締役社長
 谷口直行

特定エネルギー供給事業者の住所
（法人にあっては主たる事務所の所在
地）

東京都港区芝公園二丁目６番３号　
芝公園フロントタワー１９F

　都内供給区分

◆電気小売事業及び電源調達について
LNG（液化天然ガス）発電をはじめ、太陽光・水力・バイオマス・風力発電といった
再生可能エネルギーも積極的に調達し、環境負荷の低い安定した電気を全国の
皆様に供給しております。

◆発電事業
　電源の調達面では、親会社である東京ガス（株）や出資先の（株）イースクエアの
天然ガス発電所を中心に、環境負荷の低い電源構成を実現しています。

◆付加価値サービスの提供
電気のCO₂排出量低減メニューEnneGreenや、電力需給逼迫時にエネットからの節
電要請に応じてお客さまが節電頂くことで電気料金が割引になるサービス
（EnneSmart）をはじめとした付加価値サービスを提供し、お客さまの事業活動に伴
うCO₂排出量の低減や施設の省エネルギーに対するニーズにお応えしています。

報告書の
担当部署

名称 営業企画本部　営業企画部

連絡先

03-5733-2234

03-5733-2236

co2@ennet.co.jp

　事業の概要
　（発電事業がある場合は、発電
　事業の概要も記載すること。）

事業者のHPアドレス https://www.ennet.co.jp/index.html

有 無



第２号様式　その２

（４） エネルギー状況報告書の公表方法

～

２　特定エネルギーの供給に伴い排出された温室効果ガスの量

(単位　千ｔ-CO2)

３　特定エネルギーの供給に伴い排出された温室効果ガスの量（１ｋＷｈ当たり）及びその抑制に係る措置の進捗状況

(単位　kg-CO2/kWh) (単位　％)

（排出係数の削減目標達成に向けた具体的な対策の取組実績及びその効果）

４　再生可能エネルギーの供給の量の割合及びその拡大に係る措置の進捗状況

　再生可能エネルギーを利用した発電による電気の供給の利用量の割合

（再生可能エネルギーの具体的な利用促進対策の取組実績、開発の実績等）

把握率

99.98%

冊子名：

利用率
（％）

■再生可能エネルギーや証書を活用し、通常メニューよりもCO₂排出量を抑えたサービス（EnneGreen）を
ご提供しています。本サービスを積極的に提供することで、再生可能エネルギーの割合を拡大し、排出係
数の削減に努めました。

■電源調達元の株主のLNG（液化天然ガス）発電所や、自社の発電所の高効率化に努めました。

■代替値事業者からの受電により、把握率は100％未満

前年度

0.381

0.238

0.338

冊子（環境報告書等）

項目 前々年度

1,196.40

（火力発電のCO2排出係数） 0.222

調整後CO2排出係数 0.337

全電源のCO2排出係数 0.408

項目 前々年度

　排出量

2024  年  08  月  06  日  公表期間

問い合わせに応じて個別対応いたしますその他

入手方法：

アドレス：ホームページで公表

2025  年  07  月  31  日  

窓口での閲覧

公表方法

閲覧場所：

閲覧可能時間：

1.02%

所在地：

前年度

670.77

前々年度の実績 前年度の実績

23,906 0.81%

0.56%

17,959

前々年度と比較して前年度は販売電力量が半減しているため、利用量についてはいずれも下回りまし
た。
EnneGreenの販売を拡大するとともに、太陽光・水力・バイオマス・風力発電といった再生可能エネルギー
の調達に努めましたが、契約更改や日照不足による太陽光発電所の発電量低下等により、前年度のFIT
電気利用率は前々年度を下回りました。

利用量
(千kWh)

利用率
（％）

利用量
(千kWh)

項目

0.70%

再生可能エネルギー

9,83220,633（ＦＩＴ電気）



第２号様式　その３

５　その他地球温暖化の対策に関する事項の進捗状況

（１）　未利用エネルギー等を利用した発電による電気の供給に係る措置の進捗状況

（未利用エネルギー等の具体的な利用促進対策の取組実績、開発の実績等）

（２）　火力発電所における熱効率の向上に係る措置の進捗状況

（３）　都内の電気需要者への地球温暖化対策の働きかけに係る措置の進捗状況

（４）　その他の地球温暖化対策に係る措置の進捗状況

■再生可能エネルギーや証書を活用し、通常メニューよりもCO₂排出量を抑えたサービス（EnneGreen）をご提供する
ことで、お客さまの再生可能エネルギー調達やCO₂排出量の低減をサポートしております。

■電力需給逼迫時にエネットからの節電要請に応じてお客さまが節電頂くことで電気料金が割引になるサービス
（EnneSmart）をご提供することでお客さまの省エネ行動の意識付けを促進させるサービスを提供しております。

■エネット本社が使用する電気は、FIT電気に非化石価値取引市場から購入した非化石証書を組み合わせることで、
実質CO2排出量ゼロの電力供給を実現しています。

■当社オフィスにおける夏季の軽装化や、昼休み時間の一斉消灯、ゾーニングによる不要照明の消灯と昼光利用に
より照明電力を抑える施策を行い、オフィスにおけるエネルギー使用量の削減に努めております。

■当社では、営業活動等において極力公共輸送機関を利用するなど、温室効果ガス抑制を意識した取り組みを継
続しております。

39,982 1.36% 77,904 4.43%

清掃工場による廃棄物発電からの電力を購入することで利用促進に努めました。

■主力LNG（液化天然ガス）発電所においては、最新鋭のコンバインドサイクル方式を用いることにより高い熱効率を
実現しています。親会社の主力天然ガス発電所においては、最新鋭のコンバインドサイクル方式を用いていること、
および立地を生かして燃料ガスの効率的な供給を受けていることから、総合的に見て高い熱効率を実現しています。
一例として川崎天然ガス発電所では発電端効率 57%(低位発熱量基準)を実現しています。

■自社等火力発電所においては、部分負荷運転を極力回避するなど、運用面でも工夫することにより熱効率の向上
に努めております。

■熱効率の高いコージェネレーション発電設備からの余剰電力を調達するなど、熱効率の向上に取り組んでおりま
す。

前々年度の実績 前年度の実績

利用量
(千kWh)

利用率
（％）

利用量
(千kWh)

利用率
（％）



６　メニュー別調整後CO2排出係数等の値

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

（メニュー別調整後CO2排出係数等に係る取組実績）

メニューK - -

メニューJ - -

メニューI - -

メニューH - -

メニューG - -

メニューF - -

メニューE - -

メニューD - -

メニューC - -

-

メニューA - -

項目

前々年度 前年度

調整後CO2排出係数

（kg-CO2/kWh）
再エネ利用率・

環境価値利用率(%)
調整後CO2排出係数

（kg-CO2/kWh）
再エネ利用率・

環境価値利用率(%)

メニューB -


